
平成29年9月台風第18号の影響による洪水に対し、これまでの河川整備が効果を発揮（兵庫県円山川）近畿地方整備局

○円山川水系稲葉川では、緊急治水対策（H16～26）により河道付替及び築堤を整備。
○稲葉川では、平成２１年８月洪水により、浸水面積37ha、床上2戸、床下4戸の浸水被害が生じたが、平成２１年
８月洪水と同規模の平成２９年９月洪水では、緊急治水対策により外水氾濫をまぬがれた。

整備前

平成21年洪水の浸水状況

平成29年台風18号洪水における
河川改修の効果（稲葉川）

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

整備後

平成29年台風18号洪水の状況

Ａ

Ａ‘赤崎橋

稲葉川

※内水については、考慮しておりません。

整備状況（平成26年度末）

稲葉川

円山川

横断図 ＡｰＡ’ 写真①

浸水面積：37ha
床上浸水：2戸
床下浸水：4戸
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赤崎橋写真①

整備前（平成21年台風9号出水時の被害）

浸水面積：0ha
床上浸水：0戸
床下浸水：0戸

赤崎橋

円
山
川

稲
葉
川

整備後（平成29年台風18号出水時の被害）

府平成21年8月と
平成29年洪水の水位比較

※平成２１年台風9号については、ピーク時間に合わせて重ね
合わせている。

ピーク水位11.57m（H21）
11.58m（H29） 浸水被害

解消

府市場地点

いなんば

写真➁

写真➁

ふいちば

計画高水位 T.P.+20.386m

平成29年台風18号出水での水位 ▽T.P.+18.57m

築堤

河道付替

平成21年台風9号出水での水位



○首都圏外郭放水路では、約12,040千m3の洪水調節を実施。(運用開始以降で歴代3位の洪水調節)

○中川・綾瀬川流域に降った雨の約25%を排水機場のポンプで強制的に流域外に排水。

○雨量がほぼ同規模だった、平成3年9月洪水と比較すると、浸水被害が大幅に解消。(31,431戸→202戸)

・綾瀬川放水路～八潮排水機場
・綾瀬排水機場
・三郷排水機場
・首都圏外郭放水路～庄和排水機場

H3～の主な整備

排水能力は、
4倍に

（150→600m3/s）

●最大48時間降水量（流域平均）

ほぼ同規模

186.5mm 189.7mm

H3.9
台風18号

H29.10
台風第21号

●中川・綾瀬川流域の浸水戸数

第３立坑（倉松川）の流入状況（平成29年10月23日10:30撮影）

排水機場位置図

※2 平成29年台風２１号の被害状況は、埼玉県が平成29年12月6日発表の「台風第21号
による県内被害状況について（12月1日集計）」に基づき記載しています。
（流域に少しでも含まれる自治体も含め浸水戸数として計上）

順位 年月日 洪水名
洪水調節総量
（千ｍ3）

流域平均
48時間雨量
（mm）

１ 平成２７年０９月０９日 台風１７号、１８号 19,031 230.4

２ 平成２６年０６月０６日 低気圧 13,426 200.2

３ 平成２９年１０月２２日 台風２１号 12,040 189.7

４ 平成２０年０８月２８日 低気圧 11,720 124.8

５ 平成２５年１０月１６日 台風２６号 6,848 179.6

６ 平成１６年１０月０９日 台風２２号 6,720 199.2

７ 平成２４年０５年０３日 低気圧 6,678 137.0

８ 平成１８年１２年２６日 低気圧 6,621 171.9

９ 平成１８年１０年１６日 前線降雨 5,104 134.8

１０ 平成２３年０７年１９日 台風６号 4,907 120.4

●首都圏外郭放水路の操作実績

※1 江戸川河川事務所にて自治体へのヒアリングにより調査した浸水戸数を計上

＜本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。＞

( 0 → 100m3/s)
( 50 → 100m3/s)
(100 → 200m3/s)
(  0 → 200m3/s)

大幅に
軽減

31,431戸※１

202戸※2

H3.9 台風18号 H29.10台風第21号

利根川水系 首都圏外郭放水路の効果（平成29年10月 台風第21号）関東地整



平成21年10月（堤防完成後）

信濃川信濃川

平成14年9月（改修前）

平成２９年１０月台風第２１号の影響による洪水に対して、これまでの河川整備が効果を発揮（信濃川）

○ 台風第２１号の影響により、宮野原雨量観測所では累加雨量218mm（10月22日1時～ 10月23日24時）を観測
し、小千谷水位観測所（新潟県小千谷市）では、避難判断水位T.P.48.50mを超過。

○ 信濃川の小千谷市東小千谷地区では、 仮に築堤を行っていなければ、小千谷市内では推定１００戸程度の家
屋が浸水していたと想定されるが、平成14年から平成21年まで築堤事業を行ったことにより、小千谷市の住宅
地への浸水を防止。

北陸地整

旭橋（小千谷市）より下流を望む

東小千谷地区 整備状況（H14～H21）及び築堤事業の整備効果

築堤の効果（34.5k 旭橋付近）

出水の状況①

信濃川

改修後

小千谷市
東小千谷地区 宅地地盤高

47.3m

改修後断面

改修前断面

TP48.63m 今回の洪水の最高水位

TP49.935m 計画高水位

築
堤

堤防が無ければ
住宅地が浸水

信濃川 34.5K（旭橋付近）の横断図

改修前

無堤部

推定浸水範囲：約7ha
推定浸水家屋：約100戸

浸水範囲：0ha
浸水家屋：0戸

旭橋 旭橋

TP48.50m

写真①

築堤整備

推定浸水範囲

避難判断水位

位置図



平成２９年10月台風第21号の影響による洪水に対して、これまでの河川整備が効果を発揮（鈴鹿川水系内部川）

○台風第21号の影響により、平成29年10月22日に鈴鹿川上流の山之坊雨量観測所にて累加雨量273mm、最大
時間雨量26mmを記録し、河原田水位観測所（三重県四日市市：2.0k付近）では、氾濫危険水位を超過した。

○内部川では、平成25年度までに旧堤撤去・樹木伐採を行ってきたことにより、4.4k地点（三重県四日市市）で最
大で約1.1mの水位低下が図られ、計画高水位以下で洪水を流すことができた。

○事業を実施していなければ計画高水位を超過し、堤防が決壊していた恐れ。

中部地整

位置図

事業実施箇所

○引堤 実施状況（平成20～25年）

※記載の水位は、速報値であり、今後変更の可能性があります。

○今回出水による整備効果（内部川4.4k）
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H.W.L.

事業実施前水位

事業実施後水位

計画高水位
▼ 18.30m

約1.1mの水位低下
（計画高水位の超過を防ぐ）

河川改修を実施しなかった場合の推定値 ▼19.37m

河川改修実施後の水位 ▲18.29m

旧堤撤去

やまのぼう

凡例
新堤
旧堤

かわらだ

うつべ

○内部川2.0k付近
出水状況

10月23日 23時14分撮影

平常時

出水時

8月7日 5時05分撮影

○計画規模による浸水状況 （内部川右岸6.0k破堤による外水氾濫）

計画規模による被害想定
（内部川右岸6.0k破堤）

浸水面積 約240ha

氾濫人口 約3,400人

浸水戸数 約1,200戸

内部川

鈴鹿川

6.0k

5.0k
4.0k

3.0k
2.0k

1.0k
3.0k

4.0k



【85】櫛田川水系 佐奈川 事業の効果【河道掘削・樹木伐採】平成２９年10月台風第21号の影響による洪水に対して、これまでの河川整備が効果を発揮（櫛田川水系佐奈川）

たきぐん たきちょう
○ 佐奈川近傍の相可雨量観測所で、累加雨量474mm、最大時間雨量51mmを記録。
○ 佐奈川本川の西山橋水位観測所（三重県多気郡多気町）では、計画高水位を超過。
○ 佐奈川では、平成25年度より堆積土砂の掘削・樹木伐採を実施
○ 事業を実施していなければ、さらに高水位となり、多数の家屋浸水被害が発生していた恐れ。
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西山橋地点横断形状

事業実施前水位

事業実施後水位

▼事業を実施しなかった場合の推定値 5.2m
西山橋地点3.9k

▼計画高水位 3.27m

堆積土砂の掘削

▼事業実施後の水位 3.9m

○今回出水による整備効果（水位低下効果）

約1.3mの水位低下

計画規模による被害想定
（佐奈川左右岸5.4k越水）

浸水面積 約90ha

氾濫人口 約310人

浸水戸数 約100戸

西山橋地点

櫛田川

佐奈川

○位置図

さな おうか

中部地整

にしやまばし

○西山橋付近出水状況

堆積土砂の掘削・樹木伐採

佐奈川
櫛田川

西山橋地点

○事業実施箇所（H25年度～）

佐奈川

櫛田川○計画規模による浸水状況
（佐奈川右岸4.4k～5.4kから
の越水氾濫）

1.0k

2.0k

3.0k

5.0k

4.0k

※記載の水位・被害状況は、速報値であり、今後変更の可能性があります。
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愛知県

三重県

宮川流域

岐阜県

【85】宮川水系 宮川 事業の効果【床上浸水対策特別緊急事業】

○位置図 ○今回出水による整備効果（宮川8.4k）

○事業実施箇所図
（H18年度～H23年度）

○宮川右岸8.3k付近出水状況

平常時 出水時

8月31日 11時42分撮影 10月23日 2時29分撮影 ※記載の水位は、速報値であり、今後変更の可能性があります。

平成２９年10月台風第21号の影響による洪水に対して、これまでの河川整備が効果を発揮（宮川水系宮川）中部地整
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事業実施後水位

事業実施前河道

事業実施後河道

河道掘削

樹木伐採
築堤

▼河川改修を実施しなかった場合の推定値 10.3m

▼河川改修実施後の水位 9.7m

約0.6mの水位低下
（計画高水位の超過を防ぐ）

▼HWL 10.3m

計画規模による被害想定
（宮川右岸6.12k破堤）

浸水面積 約366ha

氾濫人口 約10,800人

浸水戸数 約4,400戸

○計画規模による浸水状況
（宮川右岸6.12k破堤による外水氾濫）

1.0k2.0k

3.0k

4.0k

5.0k

6.0k

宮川

7.0k

○ 宮川中流の三瀬谷ダム雨量観測所で、累加雨量565mm、最大時間雨量63mmを記録。
○ 宮川本川の岩出水位観測所（三重県玉城町）では、氾濫危険水位を超過。
○ 宮川では、平成16年洪水を契機とし、平成18年度～平成23年度に床上浸水対策特別緊急事業（河道掘削、
築堤）を実施。

○ 事業を実施していなければ計画高水位に到達し、堤防が決壊していた恐れ。

いわで

みせだに

たまき



○平成29年10月の台風第21号に伴う出水により、県管理河川の犀川では3戸の床下浸水を伴う浸水被害が発生。
○この出水に対して、犀川下流端における直轄による一連の犀川遊水地事業（遊水地+排水機場の整備効果）により、
氾濫ボリュームを約130万m3軽減したと試算される。

○仮に犀川遊水地事業が実施されていなかった場合、面積約230ha、最大浸水深約2.4mの浸水が発生していたと試算
される。

平成29年台風第21号による
浸水・冠水状況

（瑞穂市作成資料より）

遊水地の掘削により、約70万m3
排水機場の稼働により、約60万m3
⇒氾濫ボリュームを合計約130万m3低減

越水箇所

仮に犀川遊水地事業が実施
されていなかった場合に想定
される浸水範囲。
○浸水面積：約230ha
○最大浸水深：約2.4m

5km付近
安八町

十八条
水位観測所

0

50

100

150

200

250

犀川5km付近からの浸水に
対する浸水範囲低減効果

犀川遊水地
事業なし
（推定値）

実績

約230ha

約20ha

1/10以下に
低減!!

※この他に6km～9km付近
の浸水約40haがある

1

【85】宮川水系 勢田川 事業の効果【激甚災害対策特別緊急事業】平成２９年10月台風第21号の影響による洪水に対して、これまでの河川整備が効果を発揮（犀川遊水地事業）中部地整



木津川

小田遊水地

10月23日AM10時00分頃

○昭和28年台風第13号洪水で甚大な被害を受けた上野地区において、平成27年より上野遊水地の運用を開始。
○台風21号において、木津川及び服部川で、４つの遊水地に越流し、約600万立方メートルを貯留。
○遊水地の整備により上野地区において約160haの浸水面積、約760戸の家屋浸水被害を防止。

位 置 図

新居遊水地

木
津
川

小田遊水地

上野遊水地の効果

岩倉水位
流量観測所

木興遊水地
長田遊水地

上野遊水地

【凡例】

：遊水地

：排水門

：越流堤

○施設

○範囲

：遊水地整備により浸水が防

がれた範囲：遊水地
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遊水地整備前 現況（周囲堤完成済）
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戸
）

浸水戸数の比較 ※内水による影響は
考慮していない。

762戸

0戸

越流状況（全体）

伊賀上野城 伊賀市内 木興遊水地

新居遊水地

長田遊水地

※本資料の数値は速報値及び暫定値
であるため、今後の調査で変わる可能
性があります。

木興遊水地

越流

越流状況（木興遊水地）

10月23日AM5時30分頃

遊水地整備により浸水を防いだ地域

今回の出水において、
遊水地整備により浸水
が防がれた地域
（浸水範囲約160ha、浸水戸数
約760戸）

近畿地整 平成２９年１０月台風第２１号の影響による洪水に対して、これまでの河川整備が効果を発揮（上野遊水地）



関川災害復旧助成事業区間
L=36.3km

上越市役所

高田観測所

関川橋

関山観測所

新潟市

関川圏域
上越市

○関川水系関川（新潟県管理区間）においては、平成7年7月出水の再度災害防止対策として、災害復旧
助成事業を実施。

○平成29年7月1日の出水においては、高田観測所で平成7年7月出水時と同等の雨量（観測開始から６
番目）が 観測されたが、災害復旧助成事業における河道改修等により、整備前と比べて約２．０ｍの水
位を下げることができ、計画高水位以下で洪水を安全に流下させた。

平成29年7月降雨による洪水に対して、これまでの河川整備が効果を発揮（関川）
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累加雨量の比較

高田観測所（累加雨量）
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位置図

新潟県

0

100

200

300

400

500

600

被害軽減効果

513戸

0 戸

19.25k横断面図 （関川橋付近）

H7.7出水 H29.7出水

〇関川災害復旧助成事業
・延長：36.3km
・内容：掘削,築堤,護岸,橋梁等
・期間：平成７年度～平成11年度

約２．０ｍの水位低減

河道掘削凡例
H7 被災前断面
改修後断面

河道改修により、
ＨＷＬ以下で安全に流下

H.W.L 54.736m

築堤

H29.7.1 52.78m（改修後水位）

H29.7.1 54.83m（改修前水位）

築堤

浸水戸数の比較

関川橋H7.7出水時
（関川橋付近）

H29.7出水時
（関川橋付近）

被災時の状況



○ 大美川・戸口川（鹿児島県管理区間）においては、平成23年9月出水の再度災害防止対策として、床上浸水対
策特別緊急事業を実施。

○ 平成29年8月の台風5号においては、大勝雨量観測所で平成23年出水時と同等の雨量が観測されたが、床上
浸水対策特別緊急事業における河道改修により、整備前と比べて約２ｍの水位を下げることができ、平成23
年の被害（床上浸水50戸、床下浸水22戸）を未然に防いだと推定される。

0

200

400

600

800

H23.9 H29.8

奄美大島

大美川
・戸口川

位置図

△：大勝雨量観測所
おおがち

△

663mm

543mm

累加雨量の比較（大勝雨量観測所）

降
水
量

(mm)

浸水戸数の比較

50 

22 

0 0

20

40

60

80

H23.9 H29.8

床下 床上

浸水被害無し

戸口川

大美川

：H23.9浸水範囲

国道58号

県道戸口大勝線

床上浸水対策
特別緊急事業

L=1.2km

床上浸水対策特別緊急事業 L=1.9km

整備効果（大美川1.45k付近）

整備後

戸
数

(戸)

○床上浸水対策特別緊急事業
・延長： 3.1ｋｍ（大美川1.9ｋｍ，戸口川1.2ｋｍ）
・内容：引堤，護岸，橋梁改築等
・期間：平成24度～平成28度

川渡橋

廣キ橋

約２ｍの水位低下により

浸水被害を防止

戸口川（整備前） 戸口川（H29.8台風5号出水時）

川渡橋より下流を望む 拡幅

H29.8 浸水被害無し

平成２９年８月台風５号による洪水にする効果（大美川・戸口川）鹿児島県



○ 台風５号の影響により、尾小屋雨量観測所では平成29年8月8日に累加雨量246mm（観測史上最大）を観測し、
埴田水位観測所（石川県小松市）では、氾濫危険水位を超過（観測史上５位）。

○ 梯川では、昭和46年から川幅を約1.5倍に広げる引堤事業を行ってきたことにより、5.4k地点（小松市白江地
区）では、上流の赤瀬ダム（石川県管理、昭和53年完成）の効果と合わせて約2.0mの水位低減効果が図られ、
た。仮に引堤、ダム建設を行っていなければ堤防を超過し、甚大な被害が発生する恐れがあった。

※記載の水位は、速報値であり、
今後変更の可能性があります。

梯川管内

一部区間を除き引堤が概成

白
江
大
橋

事業実施中

小松天満宮

平成28年11月に通水式を開催
平成29年秋に分水路完成予定 埴田（はねだ）水位流量観測所

（河口より9.8k）

①

①河口より7.4k（鍋谷川合流点付近）

引堤

引堤及びダムの効果により
約2mの水位低減効果

H.W.L
5.67

3.66
5.09

広がった川幅：約120m（1.5倍）

6.29 6.29

旧堤撤去
（H24完了） 今回洪水の水位

堤防整備後
（H29.8現在）

河道掘削
（H27完了）

引堤・ダム操作が
なかった場合の水位

以前の川幅：約80m

小松新橋

引堤
（左岸側）

堤防嵩上
（右岸側）

H25.3撮影

以前の堤防

白江地区 整備状況（引堤、河道掘削）

引堤の効果（5.4k付近）

新しい堤防

北
陸
自
動
車
道

国道360号

国
道
8
号

JR
北
陸
本
線

小松市役所

埴田水位・流量
観測所

  

0.5m未満の区域 

0.5～1.0m未満の区域 

1.0～2.0m未満の区域 

2.0～5.0m未満の区域 

5.0m以上の区域 

凡   例 
浸水した場合に想定される水深（ランク別） 

はねだ
×L6.4k

× 破堤地点

未改修（昭和46年当時）のまま、
今回洪水が流れた場合の浸水想定範囲と想定被害（左岸6.4ｋ破堤の場合）

総被害額（億円） 1,537

被災人口（人） 22,244

床上浸水戸数（戸） 4,150

床下浸水戸数（戸） 4,371

浸水面積（km2） 12.8

出水の状況

平成２９年８月台風５号の影響による洪水にする効果（梯川）北陸地整
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事業実施前河道
事業実施後河道
H.W.L.
事業実施前水位
事業実施後水位

○ 内部川上流の山之坊雨量観測所で、累加雨量249mm、最大時間量47mmを記録。
○ 鈴鹿川支川内部川の河原田水位観測所（三重県四日市市）では、氾濫危険水位を超過。
○ 内部川では、平成25年度までに旧堤撤去や樹木伐採を行ってきたことにより、4.4k地点（四日市市采女地区）
では、最大で約1.1mの水位低下効果が図られた。

○ 仮に工事を行っていなければ計画高水位を超過し、堤防が決壊する恐れがあった。

位置図

事業実施箇所

○引堤 実施状況（平成20～25年）

※記載の水位は、速報値であり、今後変更の可能性があります。

○今回出水による整備効果（内部川4.4k）

▼計画高水位 18.30

約1.1mの水位低下
（計画高水位の超過を防ぐ）

河川改修を実施しなかった場合の推定値
▼18.53

河川改修実施後の水位 ▲17.46

凡例
新堤

旧堤

(ピークは22:20)

今回出水時（8/8 15:30頃）

旧堤撤去

やまのぼううつべ

平成２９年８月台風５号の影響による洪水にする効果（鈴鹿川水系内部川）中部地整

うねめ



治水事業の効果（平成29年7月5日からの大雨への対応 ：筑後川水系花月川）
ち く ご が わ

凡 例

: H24実績浸水範囲
: H29実績浸水範囲

激特の整備状況

: H28年度までに整備済み
: H29整備箇所

■平成24年7月出水による被害を受けて、平成24年7月出水と同規模の降雨があっても氾濫が生じないように、激特事業※を 実施。
■ 激特事業※では、築堤（川幅を部分的に約1.5倍）、河道掘削（高水敷を約2ｍ切り下げ）、橋梁架替、固定堰の撤去などの対策を実施することとしており、平成24年

7月出水と同規模の降雨があった場合、川の水位を約1.4m程度低下させ氾濫を防止するものであり、平成28年度末までに概ね完了していた。
■今回の大雨では、平成24年7月出水と比べて約1.2倍もの流量及び約1.6倍もの降雨となったが、これまでの治水対策により浸水面積は約3割減、床上浸水家屋数

は約3割減とすることができた。
■ 激特事業を未実施の状態で、今回出水が発生した場合、実績浸水家屋数の3倍を超える約2,700戸の浸水があったと推定され、激特事業の効果が確認できる。

■今後、洪水の氾濫の原因を早急に解明し、関係機関とも調整を図りながら、対策について検討・着手予定。 ※河川激甚災害対策特別緊急事業

城内頭首工改築

光岡頭首工撤去

築堤

夕田橋架替

築堤・河道掘
削

築堤・河道掘削

河道掘削

築堤

築堤・河道掘
削

築堤・河道掘削

築堤

■激特河道と今次洪水の降雨

激特事業の進捗により
流量・降雨量が増えても被害低減
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H24.7.3洪水

H29.7.5洪水
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H24.7.3洪水

H29.7.5洪水

床上浸水家屋数（戸）浸水面積（ｈａ）

１２１ｈａ

８６ｈａ

■浸水被害の状況（H24出水との比較）

約3割減 約3割減４１４戸

２８２戸

■浸水戸数（激特前河道との比較）

【H29.7出水発生時の氾濫シミュレーション】 激特実施前河道
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H24.7洪水

約190mm

約1.6倍
約290mm

H29.7洪水

■H24.7.3 洪水
■H29.7.5 洪水

※本資料の数値については、今後
の調査で変わる可能性があります。※➁は氾濫解析による推定値

項目
浸水面積
(ha)

浸水戸数（戸）

床下 床上 計

①H29.7出水実績 86 562 282 844

②激特前河道
H29.7出水想定

302 1,183 1,475 2,658

差（②-①） 216 621 1,193 1,814

(参考)H24.7
出水実績

121.3 306 415 721

約280mm
※流域平均雨量

（６時間雨量）

九州地整
かげつがわ

414



平成２９年１０月台風第２１号による洪水に対して、鬼怒川上流ダムが効果を発揮（利根川水系）

○川治ダム・川俣ダム・湯西川ダム（五十里ダムを除く）の３ダム合計で約２０００万ｍ3 （東京ドーム約１６杯分）の水を貯留。

○ダム群の直下に位置する川治温泉地区付近では約５ｍ水位が低下していると想定され、ダム群が無かった場合、温泉施設があとわずかで浸水す

る恐れがあったが、安全に流下。

湯西川ダム

川治
ダム川俣

ダム
川俣
ダム
川俣ダム

川治ダム

※ダムの写真は平成27年に撮影されたものです。

位置図

洪水調節

出水状況（川治温泉地区）

ダムの効果

③貯留量＝①流入量－②放流量

川治ダム 646 ㎥/s 395 ㎥/s 251 ㎥/s

川俣ダム 450 ㎥/s 327 ㎥/s 123 ㎥/s

湯西川ダム 252 ㎥/s 1 ㎥/s 251 ㎥/s

①流入量 ②放流量 ③貯留量

関東地整

川治温泉地区川治温泉地区

鬼怒川
川治温泉地区

温泉施設

鬼怒川

• 平成２９年１０月２３日現在の速報値であり、数値等は今後変わることがあります。

• 図は模式的に表現したものであり実際とは異なります。

川治温泉地区へ溢水することなく安全に流下

ダムが無かった場合の想定水位
温泉施設

５ｍ
水位が低下

鬼怒川

10/23 11:00時点

温泉施設

ダムが無かった場合の想定水位

きぬがわ

かわじ かわまた ゆにしがわ いかり

10/23 11:00水位（EL471.0)



○川上ダム流域(前深瀬川及び川上川）における流域平均総雨量は４４５㎜であった。（既往２位の降雨：S59観測開始以降）

○今回の洪水において、川上ダムが完成していた場合、約１，２１０万m3（京セラ大阪ドーム約10杯分）の水を貯留し、

ダム下流の比土水位観測所地点（伊賀市）で、約１．７０mの水位を低減させる効果があったものと考えられる。

○比土水位観測所地点では計画高水位を超過しており、地盤の低い箇所から溢水して、約１０haの浸水面積、

約１０戸の家屋浸水が発生する恐れもあり、川上ダムの完成は浸水リスクの低減に非常に重要である。

○下流に位置する木津川の岩倉水位観測所（伊賀市）では、「避難勧告」の発令基準となる「氾濫危険水位」を

約２時間超過したが、川上ダムが完成していた場合、同水位を下回る効果があったものと考えられる。

平成２９年台風第２１号による洪水に対して、川上ダムに期待される効果（淀川水系前深瀬川）水資源機構

岩倉水位観測所（川上ダム地点から約20.0㎞下流：木津川）
比土水位観測所（川上ダム地点から約2.0㎞下流：木津川）

川上ダム流域の降雨量と川上ダム防災操作図（推定） 比土水位観測所地点上流
（平成29年10月22日15時40分時点）

比土水位観測所地点の水位低減効果（推定）

※新川上水位観測所を川上ダム地点として算定（推定）

比土水位
観測所（水機構）地点

岩倉水位
観測所地点

位置図

かわかみがわ

まえふかせがわ

き
づ
が
わ

かわかみ ま え ふ か せ

木津川

い が

いわくらきづがわ

ひ ど

比土水位観測所地点で溢水（右岸）した場合の浸水想定（推定）
※伊賀市洪水ハザードマップより算出

川上ダム地点
（建設中）

溢水した場合
約10ha、約10戸の浸水被害

4.467m

ひ ど

※今回の発表は速報値であり、今後の調査により数値等が変わることがあります。



○平成29年7月5日の梅雨前線に伴う豪雨において佐田川流域では総雨量が400mmを超える記録的な降雨となり、寺内ダムで
は管理開始以降最大の流入量を記録。

○寺内ダムの防災操作によって、ダム下流に流す流量を最大約99%低減し、下流河川の水位低減を図った。
○仮に、寺内ダムが整備されていなければ、佐田川において堤防高を大きく上回る洪水となり、佐田川の氾濫により浸水面積
約1,500ha、浸水世帯数約1,100世帯の被害が発生していたと推定される。

○また、ダム貯水池で大量の流木や土砂を捕捉。

■流木捕捉状況

約1,500ha

被害無し

※ダムが無かった場合の被害についてはシミュレーション結果より推定しています
※ダム有りについては、今回出水で佐田川からの越水による被害が無かったことから被害無しとしています
※数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります

約1,100世帯

被害無し

■寺内ダム防災操作の状況

最大流入量約888m3/s

最大流入時放流量
約10m3/s

下流に流す流
量を99%低減

ダムへの流入量

ダムからの放流量

貯水位

ダムに貯めた水量
約1,170万m3

7月5日 7月6日

洪水時最高水位（EL.131.50m）

平常時最高貯水位（EL.121.50m）

最高貯水位
EL.130.93m

ダムがなかった場合の推定最高水位 6.88ｍ

はん濫危険水位 3.87m

金丸橋水位観測所付近 横断図

避難判断水位 3.50m

はん濫注意水位 2.50m

水防団待機水位 1.50m

※数値は速報値です

▽観測最高水位 3.50ｍ

ダムに水を貯めたことによる効果 約3.38m低減

さ だ が わ

※寺内ダム集水域上流で斜面崩壊が多数発生しており、寺内ダム流入量に斜面崩壊に伴う土砂等の影響が含まれている可能性がある。

■寺内ダムが無かった場合の浸水想定

寺内ダム

浸水面積：約1,500ha
浸水世帯数：約1,100世帯

筑後川

浸水深

※地盤高は、国土地理院が公表している基盤地図情報のデータを使用しています
※ダムが無かった場合の浸水深については、シミュレーション（堤防越水氾濫）結果より推定しています
※浸水面積及び浸水世帯数は朝倉市域及び大刀洗町域を対象（H22国勢調査）
※数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります

0.0～0.5m
0.5～1m
1～2m
2～5m
>=5m

今回氾濫なし

福岡県

大分県

熊本県

筑後川

寺内ダム

寺内ダム位置図

治水事業の効果（平成29年7月5日からの大雨： 寺内ダム）水機構
てらうち



江川ダム

寺内ダム

▲
広蔵山

（ひろぞうやま）

朝倉市 東峰村

国際航業株式会社・株式会社パスコ共同撮影

国際航業株式会社・株式会社パスコ共同撮影

妙見川
みょうけんがわ

奈良ヶ谷川
ならがやがわ

赤谷川
あかたにがわ

赤谷川
あかたにがわ

きたがわ

寒水川
そうずがわ

凡例
ダムがある河川：
ダムがない河川：

国際航業株式会社・株式会社パスコ共同撮影

奈良ヶ谷川
ならがやがわ

佐田川、小石原川では、ダム貯水池で流木や土砂を捕捉したことにより、ダムのない河川と比べて、ダム下流での流木等の被
害は少なかった。

さだがわ こいしわらがわ

江川ダム
えがわ

ダム貯水池における流木等の捕捉状況

寺内ダム
てらうち

ダム貯水池における流木等の捕捉状況

流木・土砂堆積等による被害状況流木・土砂堆積等による被害状況

流木・土砂堆積等による被害状況

流木・土砂堆積等による被害状況

流木・土砂堆積等による被害状況

流木・土砂堆積等による被害状況

鶴
河
内
川

筑後川

小石原川ダム

平成２９年７月九州北部豪雨におけるダムの流木等捕捉効果九州地整



※記載の数値は速報値であり、今後変更の可能性があります。

長野地区平面図

今回氾濫なし

浸水想定

雄物川水系玉川に位置する玉川ダム(国)･鎧畑ダム(県)では､平成29年7月22日から防災操作を行った。玉川ダムでは平成3年の

管理開始以降最大の流入量（約1,030㎥/s)を観測し、ダムに流れてくる水量の一部(約3,170万㎥※東京ﾄﾞｰﾑ25個分)をダムに

貯めることで下流へ流す水量を最大で約８１％低減した。

仮に、ダムが整備されていなければ、長野地区周辺において洪水被害（浸水面積:約100ha､浸水戸数:約60戸､国道105号通行止

め等）の恐れがあった。

累加レーダー雨量
(22日3時～23日22時)
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【ダムによる貯留効果】
最大毎秒830㎥/s(81%)
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特別防災操作による
放流量の軽減量

最大流入量毎秒1,030m3
※管理開始以降最大

最大放流量
毎秒200m3

【ダムによる貯留効果】
最大毎秒830㎥(81%)

玉川ダム

HWL

玉川ダム・鎧畑ダム
が無い場合の水位
上昇量 約70cm

玉川ダム・鎧畑ダムが無い場合は、現況堤防高を越え、ＨＷＬ付
近まで水位が上昇し、背後地の家屋が浸水したものと推定

玉川8.0k地点

流域図

長野地区

玉川ダム

鎧畑ダム

ながの

よろいはたたまがわ

玉川ダム諸元(国土交通省管理）

型 式 重力式コンクリートダム

ダム高 １００．０ｍ

堤頂長 ４４１．５ｍ

総貯水容量 ２５４百万ｍ3

有効貯水容量 ２２９百万ｍ3

鎧畑ダム諸元(秋田県管理)

型 式 重力式コンクリートダム

ダム高 ５８．５ｍ

堤頂長 ２３６．０ｍ

総貯水容量 ５１百万ｍ3

有効貯水容量 ４３百万ｍ3

長野観測所

8.0k

玉川ダム・鎧畑ダムが無かった
場合の推定値

浸水面積 ： 約100ha
浸水戸数 ： 約60戸
国道１０５号の通行止めとなった
可能性がある。

△

105

平成29年7月22日（梅雨前線）洪水に対する効果（雄物川ダム群）東北地整
お も の が わ

※越水のみのシミュレーションケース

【特別防災操作】
下流河川の被害・水位状況を
勘案し、通常200m3/sの一定量
放流を50m3/sまで絞込み。



平成29年9月台風第18号の影響による洪水に対する美利河ダムが効果を発揮（北海道 後志利別川）北海道開発局

○９月１８日、台風第１８号による豪雨により後志利別川流域において出水が発生。今金水位観測所では、昭和37年出水に次ぐ、
既往第２位の水位を観測。

○美利河ダムの洪水調節等によって下流河川の水位低減を図り、今金水位観測所では避難判断水位以下に抑制。

また、下流河川の状況を踏まえ通常の操作よりも多くの洪水を貯留する操作（特別防災操作）を実施。

○仮にダムが整備されていなければ、今金町市街地付近において計画高水位を上回る出水となり、市街地がある右岸が破堤した
場合は約70ha、約670戸の浸水、左岸で破堤した場合、約200ha、約30戸の浸水が発生していたおそれ。

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

凡 例
：浸水が想定される範囲

美利河ダムを整備していなかった場合の浸水想定範囲
（平成29年9月出水）

北海道

太平洋

オホーツク海

日本海

札幌

室蘭

函館

小樽

旭川

帯広

網走

釧路

稚内

後志利別川

美利河ダム

今金水位観測所

計画高水位EL15.76m

■水位低減効果（イメージ図）

約2.0mの水位低減

ダムがなかった場合
の想定水位15.94m

(計画高水位0.18m超過)

実績水位（推定値）：13.92m

計画高水位

ぴ り か し り べ し と し べ つ

■美利河ダムの防災操作
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ダムに流れ込む水を貯め急
激な川の増水を抑えました。

美利河ダムの防災操作
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9月18日10時10分
ダムへ流れ込んできた
最大水量約730m3/s
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9月18日

下流の増水をピーク時で
約490m3/s抑えました。

9月17日

特別防災操作による貯留

いまがね



平成29年9月台風第18号の影響による洪水に対し、大渡ダムが効果を発揮（高知県仁淀川水系）四国地方整備局

○台風第18号の豪雨により、9月16日から18日までに仁淀川流域で339mmの降雨を記録。
○大渡ダムでは、ダムへの最大流入量約3,910m3/sの約25%をダムで貯留し、ダム流下量を約2,900m3/sに低減。
○これにより下流の越知地点の水位を約80cm低減。（ダム整備前：12.02m、ダム整備後11.22m → 約80cmの水位低減）
○また、通常の操作よりも多くの洪水を貯留する操作（特別防災操作）を実施し、氾濫危険水位超過時間を約30分短縮。
○約5,600m3の流木をダムで捕捉することにより、下流への流出を防止。

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。
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越知地点の水位低減効果

大渡ダムの防災操作（洪水貯留）状況

9月17日9時撮影

大渡ダム
貯留状況

約5,600m3の流木を捕捉
（平年発生量の約11倍）

最大時間雨量53mm 累計雨量339mm

最大流入量 ３，９１０m3/s

最大流下量 ２，９００m3/s

特別防災操作による
貯留量（約2,000千m3）

約25％低減
（１，０１０m3/s） 通常の防災操作による

貯留量（約11,000千m3）

9月18日9時撮影
（洪水貯留後）

6時 12時 18時 0時 6時 12時 18時 0時
9月17日 9月18日



平成29年9月台風第18号の影響による洪水に対し、鹿野川ダム・野村ダムが効果を発揮（愛媛県肱川水系）四国地方整備局

野村ダムの洪水貯留状況鹿野川ダムの洪水貯留状況

大洲第二水位観測所（肱川橋）地点
（9月17日22時時点）
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（時刻 19:20）
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特別防災操作による貯留分
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9月17日

最大流下量 297m3/s

洪水貯留量 209m3/s

最大流入量 506m3/s
（時刻 18：50）

9月18日

特別防災操作による貯留分

最大貯水位：85.40m

最大貯水位：168.32m
流下量流下量

肱川流域位置図肱川流域位置図

鹿野川ダム

野村ダム

大洲第二水位観測所

山鳥坂ダム
（建設中）

野村ダム
貯留状況

鹿野川ダム
貯留状況

【暫定形状の堤防からの越水による浸水被害】

95

0
0

20
40
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80

100

鹿野川ダム、野村ダムが

無かった場合

今回

浸水面積

（ha）

注）ダム無しの場合の水位とほぼ同規模の出水（平成23年台風第15号）時の外水氾濫による浸水面積（実績）

注）

○台風第18号の豪雨により、9月17日に鹿野川ダム上流域で140.0mm（時間最大雨量27.0mm）、野村ダム上流域で166.6mm
（時間最大雨量38.1mm）の降雨を記録。

○肱川上流域の鹿野川ダム及び野村ダムでは、下流河川の状況を踏まえ通常の操作よりも多くの洪水を貯留する操作（特別防災

操作）を実施。鹿野川ダムは下流への流下量を約５割、野村ダムは約４割低減し、暫定形状の堤防からの越水被害を回避。

（ダム整備前：6.13m、ダム整備後5.24m → 約0.9mの水位低減）
○これにより、基準地点（大洲第二水位観測所（肱川橋）地点）の水位を約90cm低減し、氾濫危険水位を回避。

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。



【施設効果事例】 紋別川１号砂防堰堤 （北海道伊達市喜門別町）
もんべつがわ だてし きもんべつ

位置図

紋別川

災害発生日：平成29年9月18日（台風１８号豪雨）
降雨の状況：連続雨量 217.5㎜（9月17日20時～18日16時）

時間最大雨量 32.5㎜（9月18日7時～8時）
※大滝雨量観測所
だてしきもんべつ

発生箇所 ：伊達市喜門別町
施設規模 ：計画貯砂量 約100,000㎥
状 況 ：台風１8号の豪雨により流木が発生したが、

砂防堰堤が流木を捕捉し下流地区への被害を軽減した。

紋別川１号砂防堰堤

全景

災害発生前（砂防堰堤上流（満砂状態） 平成14年撮影）

災害発生後(流木堆積状況 平成29年9月22日 撮影)

土砂・流木を捕捉



【施設効果事例】 桑名川砂防堰堤 （長野県飯山市）
く わ な が わ い いやま

災害発生日：平成29年5月19日、22日
（22日は1日で6回断続的に発生）

いいやま てるおか だい

発生箇所：長野県飯山市照岡大どう

崩壊規模：幅約150ｍ、長さ約500ｍ、
崩壊土砂量60万ｍ3

状 況：融雪による地下水の上昇に伴い土石流

が発生したが、砂防堰堤により土砂及
び流木を捕捉し、下流地区（人家28
戸・鉄道・県道）への被害を軽減した。

桑名川砂防堰堤

最初の土石流後（H29.5.20） 22日の土石流後（H29.5.22）土石流発生前（H29.5.19）

位置図 災害発生箇所

長 野 県

堰堤背後に十分な空容量有り

砂防堰堤が複数回の土石流に対して効果を発揮！

桑名川砂防堰堤

災害発生箇所

県道箕作飯山線

ＪＲ飯山線

■避難所

桑名川砂防堰堤

上流崩壊地状況
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8/7 14:00～15:00

最大時間雨量 88mm
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早川町全域に避難勧告

【施設効果事例】 池の沢第二砂防堰堤 （山梨県早川町）

発 生 日：平成29年8月7日
降雨状況：連続雨量 439㎜（8月5日16時～8日18時）

最大時間雨量 88㎜（8月7日14時～15時）→既往最大値
※国土交通省七面山雨量観測所（池の沢源流より約2km）

みなみこま はやかわ あかさわ

発生箇所：山梨県南巨摩郡早川町赤沢地区
発生渓流：富士川水系 早川 右支春木川 左支池の沢
崩壊状況：土石流捕捉量 約2,000m3
概 要：
池の沢では、平成23年9月の大雨で土石流が発生、自動車約20台が
埋没、町道寸断で住民・宿泊客等約300名が孤立する被害が発生
本年6月までに整備した砂防堰堤が、土砂・流木を補捉、人家・町
道等の被害を防止するなど効果を発揮

土砂・流木捕捉状況

H23.9 土石流被災状況（町道）

8月7日～8日の降雨状況（七面山雨量観測所）

池
の
沢

池の沢第二砂防堰堤
県砂防堰堤保全対象

（人家・町道）

平成23年9月台風第12号の大雨による土石流被害

山梨県早川町赤沢
※国土地理院の電子地形図（タイル）を使用

池の沢
池の沢

土石流発生前（H29.6.20） 土石流発生後（H29.8.17）

池の沢

池の沢第ニ砂防堰堤

池の沢

池の沢第ニ砂防堰堤

土砂・流木を捕捉

は や か わ



【施設効果事例】 虫野沢川砂防堰堤（新潟県魚沼市）
むしのさわがわ うおぬま

位置図

虫野沢川

災害発生日：平成29年7月18日
降雨状況 ：連続雨量 233㎜（7月17日 22時～18日15時）

時間最大雨量 62㎜(7月18日12時～13時）
※堀之内観測所（国土交通省）

うおぬまし むしの

発生箇所 ：新潟県魚沼市虫野
崩壊状況 ：土石捕捉量 約 1,000m3
状 況 ：豪雨により山腹斜面の表層が崩壊し、一部が土砂流となり流下（7月18日）。

砂防堰堤（不透過型）が土砂流を捕捉し、下流への被害を未然に防止。

H29.7.19撮影

土砂を捕捉

虫野沢川砂防堰堤
（昭和63年度完成）

県道五箇小出線

多数の表層崩壊が発生

地理院地図（電子国土Web）H25.11月撮影 土砂流発生後

地理院地図（電子国土Web）

土石流発生前



【施設効果事例】 田沢川砂防堰堤（新潟県長岡市）
た ざ わ が わ な が お か

位置図

田沢川

災害発生日：平成29年7月18日
降雨状況 ：連続雨量 244㎜（7月17日 21時～18日21時）

時間最大雨量 64㎜(7月18日12時～13時）
※大平沢川機場観測所（新潟県）

ながおかし かわぐちわなづ

発生箇所 ：新潟県長岡市川口和南津
崩壊状況 ：土石捕捉量 約 1,000m3
状 況 ：豪雨により山腹斜面の表層が崩壊し、一部が土砂流となり流下（7月18日）。

砂防堰堤（不透過型）が土砂流を捕捉し、下流への被害を未然に防止。

H29.7.20撮影

土砂災害警戒区域

地理院地図（電子国土Web）

土砂を捕捉

田沢川砂防堰堤
（平成2年度完成）

上越新幹線

県道西川口
和南津線

多数の表層崩壊が発生

表層崩壊



【施設効果事例】 片木沢川砂防堰堤（新潟県長岡市）
かたぎさわがわ ながおか

位置図

片木沢川

災害発生日：平成29年7月18日
降雨状況 ：連続雨量 244㎜（7月17日 21時～18日21時）

時間最大雨量 64㎜(7月18日12時～13時）
※大平沢川機場観測所（新潟県）

ながおかし かわぐちわなづ

発生箇所 ：新潟県長岡市川口和南津
崩壊状況 ：土石捕捉量 約 1,000m3
状 況 ：豪雨により山腹斜面の表層が崩壊し、一部が土砂流となり流下（7月18日）。

砂防堰堤（不透過型）が土砂流を捕捉し、下流への被害を未然に防止。

土砂災害警戒区域

地理院地図（電子国土Web）

土砂を捕捉

片木沢川砂防堰堤
（平成7年度完成）

上越新幹線

国道17号

川口変電所

多数の表層崩壊が発生

表層崩壊

H29.7.20撮影



【施設効果事例】 古田川流木捕捉工 （大分県日田市）

発 生 日：平成29年7月5日
降雨状況：連続雨量 583㎜（7月5日7時～6日10時）

最大時間雨量 83㎜（7月5日18時～19時）
※上宮山雨量観測所

ひたし つるがわち

発生箇所：大分県日田市大字鶴河内
発生渓流：筑後川水系鶴河内川 左支古田川
崩壊状況：土石流捕捉量 約2,000ｍ3
概 要：九州北部豪雨により発生した土石流を

流木捕捉工が捕捉し下流への被害を軽減。

こ だ が わ



【施設効果事例】 今道川砂防堰堤・木城砂防堰堤（福岡県朝倉郡東峰村）
いまみちがわ

○福岡県朝倉郡東峰村では、平成２９年７月九州北部豪雨により斜面崩壊が発生
し土石流が発生。

○今道川砂防堰堤・木城砂防堰堤がそれぞれ土砂・流木を捕捉し、人家等を保全。

アジア航測（株）平成２９年７月８日撮影

土砂災害
警戒区域

アジア航測（株）平成２９年７月８日撮影

土砂災害
警戒区域

今道川砂防堰堤

木城砂防堰堤

今道川砂防堰堤が
土石流を捕捉
公共施設２施設・
人家１５戸等を保全

木城砂防堰堤が
土石流を捕捉
人家２戸・消防団
施設等を保全

■施設諸元
堰堤名：須川第１砂防堰堤
堰堤高：7.0.m
堰堤長：74.8m

ちくご

筑後川

(国土地理院HPより作成(http://maps.gsi.go.jp/))

大分県
福岡県

木城砂防堰堤

今道川砂防堰堤

■施設諸元
堰堤高：１４．.0 m
堰堤長：５７．０m

拡大

今道川
砂防堰堤

土砂・流木の
捕捉状況

九州地方整備局撮影

■施設諸元
堰堤高：１２．.0 m
堰堤長：５９．０m

きしろ



○福岡県朝倉市須川では、豪雨により多数の斜面崩壊等が発生したが、既設砂防
堰堤が土砂・流木を捕捉した。流木捕捉量は16,500m3（推定値、空隙込み）。

○これにより、下流の人家等への被害が軽減されたと推測される。

妙見川上流域

平成29年7月14日撮影

須川第１砂防堰堤
堰堤高7.0 m、堰堤長74．8m

■施設諸元
堰堤名：須川第１砂防堰堤
堰堤高：7.0.m
堰堤長：74.8m

ちくご

筑後川

須川第１砂防堰堤

大分県
福岡県

砂防堰堤下流の保全対象
（工場、人家 等）

【施設効果事例】 須川第１砂防堰堤（福岡県朝倉市）
すがわ



須川第一砂防堰堤
下流から本堤を撮影

須川第一砂防堰堤
堆砂域に堆積した
流木を撮影

写真は２枚とも（国研）土木研究所
土砂管理研究Ｇ 火山・土石流チーム撮影

【施設効果事例】 須川第１砂防堰堤（福岡県朝倉市）
すがわ



【施設効果事例】 柚ノ木川砂防堰堤（大分県日田市）
ゆ の き が わ

大分県日田市鶴河内では、九州北部豪雨により斜面崩壊が発生し土石流が発生。
既設砂防堰堤が土石流を捕捉し、下流への被害を防止した。

■災害発生時期
九州北部豪雨
（詳細は現時点で不明）

■発生箇所
大分県日田市鶴河内
（筑後川支川鶴河内川）

■施設諸元
堰堤名：柚ノ木川砂防堰堤
堰堤高：13.5m
堰堤長：48.0m

平成２９年７月８日撮影
アジア航測（株）

柚ノ木川砂防堰堤が
土石流を捕捉

柚ノ木川
砂防堰堤

ならがや

奈良ヶ谷川

そうず

寒水川

しらきだに

白木谷川

あかたに

赤谷川

ちくご

筑後川

おといし

乙石川

きた

北川

くろ

黒川

(国土地理院HPより作成(http://maps.gsi.go.jp/))

柚ノ木川砂防堰堤

かげつ

花月川

おの

小野川

つるこうち

鶴河内川

ほうじゅやま

宝珠山川

おおひ

大肥川

堰堤付近
拡大写真

当該渓流は平成24年7月3日に、
土石流が発生し、人家が半壊した。



【施設効果事例】 山田地区地すべり対策（新潟県村上市）

災害発生日：平成29年7月24日
降雨状況 ：連続雨量 126㎜（7月23日8時～24日8時）

時間最大雨量 13㎜(7月23日13時～14時）
※川部雨量観測所（新潟県）

発生箇所 ：新潟県村上市
崩壊状況 ：巾10m、高さ8m、崩壊土砂量100m3
状 況 ：今回豪雨により崩壊した箇所の周辺については、平成6年から水抜ボー

リングや水路工などの対策工事を実施済み。
これらの対策工が効果を発揮し、周辺では崩壊が発生しなかった。

避 難 ：7世帯24人に避難指示が発令（平成29年7月24日9:30～7月27日17:00）

山田地区

対策済みブロック
対策済みブロック

崩壊箇所⇒崩壊無し ⇒崩壊無し

未対策範囲

崩壊箇所 崩壊箇所と周辺状況

む ら か み



○下新川海岸（富山県）において、平成29年10月23日の台風21号で観測史上最大の波高を観測。
○黒部市生地地先では、平成20年2月の冬季風浪による高波被害を踏まえ、重点的に有脚式離岸堤・突堤の整

備や海岸堤防のかさ上げを実施。
○平成20年2月の高波では、42戸の家屋浸水被害が発生したが、今回はそれを上回る高波にも係わらず、浸水

被害はなかった。

しもにいかわ

くろべし いくじ

項 目 日 時
今回

観測値

H20.2月
高波被害時

観測値

最大風速
（10分平均）

H29.10.23
3:40

15.6m/s 15.8m/s(H20.2.23)

最大波高
H29.10.23

3:30
※ 11.83m 9.49m（H20.2.24）

最大有義波高
H29.10.23

5:20
※ 7.57m 6.62m（H20.2.24）

【観測所：田中観測所】 ※速報値であり、数値が変更になる場合がある

堤防かさ上げ
（平成21年度完成）

下新川海岸

新潟県

岐阜県

長野県

石
川
県

富山県

黒部市

生地地先

冬季風浪による高波被害（平成20年2月）の浸水範囲と対策状況

（黒部市生地地先）
いくじ

台風21号により観測された風速、波高等位置図

海岸保全施設の整備効果により、浸水被害を防止！！

越波により堤内地（背後地）が浸水
H20.2.24撮影

突堤が高波を低減

台風21号による高波来襲時の状況
（平成29年10月23日 6:00）

冬季風浪による高波被害時の状況
（平成20年2月）

かさ上げ後の
海岸堤防

高波を低減する離岸堤・突堤

H２０高波被害時の浸水範囲

有脚式離岸堤・突堤
（平成24年度完成）

0
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20

25

30

35

40

45

H20.2

高波災害 ※２

H29.10

台風21号 ※１

42戸

被害無し

（戸）

※１：国土交通省調べ ※２：黒部市調べ

黒部市内の浸水戸数最大有義波高（田中観測所）

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

H20.2

高波災害

H29.10

台風21号

（ｍ）
約1.1倍
観測史上最大

6.62m 7.57m

平成29年台風21号の高波に対する海岸保全施設の整備効果



災害発生日：平成29年10月22日
降雨状況 ：連続雨量 204㎜（10月22日2時～23日3時）

時間最大雨量 35㎜(10月23日21時～22時）
※揖斐土木事務所雨量観測所
ぎふけん いびぐん おおのちょういなとみ

発生箇所 ：岐阜県揖斐郡大野町稲富
崩壊状況 ：土砂捕捉量 約15m3
状 況 ：10月22～23日の大雨によりがけ崩れが発生し

たが、擁壁が整備されており土砂を捕捉した。
斜面下の人家への被害を未然に防止し効果を
発揮した。

がけ崩れ発生前（H29年度） がけ崩れ発生直後(H29.10.23)

い び ぐん おお の ちょう

全景位置図

岐阜県揖斐郡大野町

西洞地区
土砂災害特別警戒区域

土砂災害警戒区域

【施設効果事例】 西洞急傾斜地崩壊対策事業（岐阜県揖斐郡大野町）



【施設効果事例】 西本郷一丁目急傾斜地崩壊対策事業（静岡県下田市）

災害発生日：平成29年4月18日
降雨状況 ：連続雨量 166㎜

（4月17日13時～4日18日8時）
時間最大雨量 65㎜
(4月18日0時～1時）
※下田雨量観測所
しずおかけんしもだしにしほんごう

発生箇所 ：静岡県下田市西本郷
崩壊状況 ：崩壊土砂捕捉量 約50m3
状 況 ：4月18日の大雨によりがけ崩れが発生し

たが、待ち受け擁壁が整備されており
土砂を捕捉。
保全人家8戸への被害を未然に防止し効
果を発揮した。

がけ崩れ発生直後

（H29.4.21）

がけ崩れ発生直後

(H29.4.21)

位置図 静岡県下田市

写真 写真

全景

施設位置 土砂災害発生位置
土砂災害警戒区域 施設効果を得られた人家

し も だ

西本郷一丁目地区



急傾斜地崩壊危険区域 土砂災害発生位置
土砂災害特別警戒区域 土砂災害警戒区域

【施設効果事例】 金谷本町南裏急傾斜地崩壊対策事業（静岡県島田市）

災害発生日：平成29年6月21日
降雨状況 ：連続雨量 228㎜

（6月21日3時～21日18時）
時間最大雨量 39㎜
(6月21日11時～12時）
※金谷雨量観測所
しずおかけん しまだし かなやほんちょう

発生箇所 ：静岡県島田市金谷本町
崩壊状況 ：崩壊土砂捕捉量 約10m3
状 況 ：6月21日の大雨によりがけ崩れが発生し

たが、待ち受け擁壁が整備されており
崩壊土砂を捕捉。
保全人家16戸への被害を未然に防止し
効果を発揮した。

がけ崩れ発生直後

（H29.6.23）

し ま だ

位置図 静岡県島田市

写真 写真

全景

崩壊土砂を
捕捉！！

がけ崩れ発生直後

(H29.6.23)

金谷本町南裏地区



位置図

長崎B地区

◆災害発生日；平成29年10月22日（台風21号）
◆降雨状況 ；最大時間雨量 10mm
◆降雨状況 ；最大24時間雨量 101mm （中山観測所）
◆発生箇所 ；愛媛県伊予市上唐川
◆状 況 ；10月21～22日の台風21号によりがけ崩れが発生したが、平成19

年度に急傾斜地崩壊防止施設（擁壁工・落石防護柵工）が整備
されており、土砂等を捕捉。人的・物的被害無し。

がけ崩れ

崩壊土砂捕捉状況

土砂捕捉

被災前

概略図

擁壁工

落石防護柵工

土砂捕捉

被災後

【施設効果事例】 長崎B地区南裏急傾斜地崩壊対策事業（愛媛県伊予市）
い よ



【災関急傾斜】
星丸地区

急傾斜地崩壊防止施設
施工済箇所（Ｈ２８完成）

← 赤谷川

一部損壊
一部損壊

施設効果により保全家屋等の被災なし

家屋被害状況
（一部損壊）

【急傾斜地崩壊防止施設あり】

施設効果により家屋等を保全

崩壊地A
崩壊地B

一部損壊
一部損壊

【急傾斜地崩壊防止施設なし】

【施設効果事例】 杷木星丸地区急傾斜地崩壊対策事業（福岡県朝倉市）
は き ほ し ま る

災関事業：災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事業


